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Self-introduction



主な活動と経歴本年度 
　　　京都市教育委員会　総合育成支援課　ICT専門主事 
　　　京都府 特別支援教育京都府専門家チーム（宇治支援学校SSC）外部専門家 

京都府立向日が丘支援学校　相談支援センター　アドバイザー 
　　　滋賀県教育委員会　特別支援教育ＩＣＴ活用PJ　トータルアドバイザー 
　　　ＮＰO法人　支援機器普及促進協会　理事長 
　　　㈱アットスクール　ICTスーパーバイザー 
　　　放課後ディサービス・フリースクール　アドバイザー 

昨年度以前 
　　　京都市　呉竹総合支援学校・東総合支援学校　特別非常勤講師 
　　　京都市　携帯電話市民インストラクター 
　　　京都市　ＩＣＴ活用支援員　（総合支援学校ICTコーディネーター） 
　　　京都市　総合育成支援員　（発達障害児支援） 
　　　京都市　精神障害者授産施設　京都市朱雀工房　統括職業生活支援員 
　　　京都市　地域若者ｻﾎﾟｰﾀｰ　（引きこもり支援） 
　　　京都府教育委員会　社会教育委員 
　　　京都府高等技術専門校　在職者訓練インストラクター 
　　　中小企業基盤整備機構　経営改善ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 



私も、通所生活介護施設に通う三男がおります





第2回目のアンケートより



Topics



狩猟民族 
マイナス（ー）の文化 

Goalからの逆算

農耕民族 
プラス（＋）の文化 
Startからの積上げ

Goalは神頼み Goalは必達



前後に調整する工夫

食べごろ 学びごろ



校長先生が最終決定する 
組織として検討する義務がある 
（校内委員会の設定・検討）

後野文雄先生の研修資料より



後野文雄先生の研修資料より



６、７人の子どもが授業中に寝そべり…衝撃の教育ルポ「勝手
に教室から出るのも特性？」学級崩壊の実態

授業中に歩き回ったり、奇声を上げたり、教室からいなくなったりする子どもたちによる
学級崩壊が増えているのだ。 

実際、小学校の保護者会へ行ったところ、子どもたちが勝手に教室から出て行った
り、タブレットでユーチューブを見てひとりごとを言っていたりするのを見て、保護者
が驚いたという声も多い。 

現在の学級崩壊は、「静かな学級崩壊」と呼ばれることがある。一体なぜ、そんな現
象が起きているのか。 

「発達障害の特性を持つ子どもが教室から出て行っても、『あの子の行動を認めるし
かない』と考えて放っておきます。ただ、そうすると発達障害ではない子にも影響が及
ぶ。教室から出て行く子が続出するのです。注意をすると『なんであいつは良くて俺は
ダメなんですか。それって差別ですよね』という声が上がるので何も言えません。 

https://news.yahoo.co.jp/articles/37bb5e7bcf930550e29701bf9541d31867ffb311

合理的配慮の不適合

https://news.yahoo.co.jp/articles/37bb5e7bcf930550e29701bf9541d31867ffb311


ホメてもらうため先生に級友の告げ口をし…ルポ学級崩壊 
「子どもたちが秘密警察化する」快楽中毒の現実

https://news.yahoo.co.jp/articles/6e3b6f28b917dc48f439c0587f995248ec169280

「最近の育児本には、子どもをたくさんホメて自己肯定感を高めようというようなことがたくさん
書かれています。親は子どもとどう接していいのかわからないので、そういう情報を鵜呑みにして
その通りにやろうとします。親が子どもを適度にホメるのならいいのですが、なかにはホメるとい
うより、過剰におだてている人もいる。親が成功体験を用意し、その通りにやればどんなことでも
絶賛する。ご飯を食べたら『すごいね！』と言い、髪を結わえたら『かわいい、お姫様みたい！』
と言う。 

こういう環境で育った子は、学校でも教員にそれを求めます。『先生、給食食べたよ。すごいで
しょ』『先生、髪を結んだよ、お姫様みたいでしょ』と言ってくる。何でもないことであっても、
ホメてもらわなければ気が済まなくなっているのです」 

人はホメられると、脳内にドーパミンやセロトニンが駆け巡ることで快楽を得られるとされてい
る。適度な体験なら良い刺激になるが、家庭でそれをむやみやたらに何十回もくり返されれば、そ
の子は快楽中毒になって、家の外でも常にホメてもらわなければ済まなくなるということだ。

褒めて伸ばす！の不適合

https://news.yahoo.co.jp/articles/6e3b6f28b917dc48f439c0587f995248ec169280


紙のノートとタブレット、暗記学習に向いているのはどっち？ 実験
で明らかに
メモ・暗記学習直後の暗記テストでは、タブレットに比べてノートのほうが22パーセ
ント、2.5か月後に実施した復習後の暗記テストでは、ノートのほうが20パーセント
得点が高いという結果になった。 

実験後のアンケートでも大きな違いがみられた。タブレットよりもノートのほうが｢見
返しやすさ｣で24パーセント、｢覚えやすさ｣で28パーセント高く評価された。 
被験者からはノートの良い点として｢書いている感覚があるので、触覚的にも覚えやす
い。書くときの音もある｣｢見開き1ページに全てメモされていることで、視覚としても
頭に残りやすかった｣との意見が挙げられた。 

タブレットは慣れるまでは、操作に手間取ってしまいがちだ。その点、ノートはストレ
スなく使うことができ、暗記に集中できる側面もあるかもしれない。 
デジタル化が進んだことによるメリットは数多くあるだろう。 
ただ、暗記学習の際は紙のノートと上手に使い分けることで、その効果を発揮できるの
ではないだろうか。

https://www.businessinsider.jp/post-291679
GIGAタブレットの不適合

https://www.businessinsider.jp/post-291679


年少までにデジタルに触れはじめる家庭が4割以上 =ワンダー
ファイ調べ

https://ict-enews.net/2024/03/25wonderfy/

https://ict-enews.net/2024/03/25wonderfy/


「スマホ育児」の意外な悪影響とは　“思い通りにならない”経
験をしない子どもが直面する厳しすぎる現実
確かにスマホで動画を観させておけば、子どもは大人しくなりますし、そのぶん、親
はラクをすることができるでしょう。これは一見、良いことのように思えるかもしれま
せんが、「現実を伝え、その苦しさを支える」という体験が生じにくいというリスクが
あります。

「子どもに起こる現実を真摯に伝えていきましょう」「現実に向き合う子どもを支えて
いきましょう」ということです。親の支えがあれば、子どもたちはその年齢で出会う程
度の「現実」には、きちんと向き合い、成長の糧とすることができるものです。
　また、子どもが成長するほどに、親は子どもの「現実」に手が出せなくなります。
　小学生ならば、宿題の手助けができるでしょうけど、高校生になればそうはいきませ
ん。いつかは、子どもたちが出会う現実に対し、親が無力になる日が来るのです。で
も、無力で良いんです。無力だからこそ「ただ支えること」に集中することができるの
です。

https://www.dailyshincho.jp/article/2024/04080602/?all=1&page=3
ICT活用の不適合

https://www.dailyshincho.jp/article/2024/04080602/?all=1&page=3


1日1時間以上、スマホを触る人は要注意…脳科学者が警鐘「ス
マホが大人から奪っている大事な能力」

ICT活用の不適合
https://news.yahoo.co.jp/articles/ada56698f0d9d7eb7e9939f137a197015519dfb5

■スマホ依存の子どもは脳に異変が… 

　なんといってもやめたいのは、安易にスマートフォンに頼る習慣です。 
　この20年ほどの間に、私たちを取り巻く環境は大きく変わりました。スマホ、パ
ソコン、タブレットなどの電子機器が急速に発達して、今や日々の生活に不可欠と
なっている人が多いことでしょう。しかしこれらの長時間利用は、脳に大きなダ
メージを与えます。そのことは単なる印象ではなく、科学的な実験で見えてきた事
実です。 

　私たちが行った調査(※)では、スマホやタブレットなどのマルチメディア端末に触
れている時間が多い子どもは、大脳の約3分の1の領域と、大脳白質(神経線維)の多
くの領域で発達が停滞していることがわかりました。 
　※Takeuchiら Human Brain Mapping 2018 
　また、前頭前野の活動が低下し、情動の抑制が利かなくなり、キレやすくなるこ
とがわかっています。本来子どもは家族や友人と語らい、遊びや運動で身体を動か
すことで心身が刺激され、脳も発達していくのです。ところがこうした機会が電子
端末を始終触っていることで失われ、脳の発達にも影響していると考えられます。

https://news.yahoo.co.jp/articles/ada56698f0d9d7eb7e9939f137a197015519dfb5


https://hugkum.sho.jp/62831

読み書き障害
（dyslexia）

聴覚情報処理障害
（APD/LiD）  

反抗挑戦性障害
（ODD）

（ADD）

https://hugkum.sho.jp/62831


特集「キャッチ」夢はCGクリエイター　不登校の少女が1分間
の動画に込めたメッセージ　福岡



壁の越え方



本人の努力 
　よじ登る（訓練する） 
合理的配慮 
　持ち上げてもらう（力を借りる） 
　回避する（代替手段） 
基礎的環境整備 
　壊す（ルールを変える） 
社会変革・支援者の意識改革 
　超えずに済ます（価値観を変える）

周囲の負荷

低い

高い

子どもの負荷

高い

低い

Trade-off　⇒　Win-Winへのパラダイムシフト

学習の壁（困り）の超え方

医療モデル

社会モデル



児童・生徒の年齢に合わせて、さまざまな方法を組み合わせた支援を行っていく必
要があります。
　基本的に、年齢が小さい場合には、「できないことをできるようにする」という
ボトムアップの支援が中心
読み書きが困難、という状況に対して、その子どもが身につけやすい方法を探し、
練習を積み重ねて、スムーズにできるようにする方法です。
　その一方で、年齢が上がってくると、学校で学ぶ知識も多くなってきますので、
困難を抱えながらも、なるべくハンディキャップを背負わずにすむよう、さまざま
なツールを使いこなす練習も必要になってきます。
そのような補助代替ツールとしては、タブレットやスマートフォンでのメモ入力や
カメラ機能、音声認識アプリ・録音機能、電卓などが、大人になっても活用しやす
いものとして挙げられると思います。
　ボトムアップの支援を続けながら、さまざまなツールの活用方法も学び、自分に
合った方法を探す練習を行っていけると、児童・生徒が、自分にとって必要な支援
を理解し、将来的には自分から他者の援助を得られるようにしていくための手助け
ができると思います。

ツール（手段）の選択肢を一つでも多く獲得 
如何にして学習のスタートを揃えるか 



みんな一緒
早期支援の必要な児童に気づく

医療モデル

踏み台の必要な子に気づく



アセスメント
苦手さがどこから来るのか？

医療モデル

何故、超えられないのか？！
腕力？　足が短い？　こわがり？



ツールを試す
どの方法がその子に合うのか
選択肢の提示・体験

医療モデル＋社会モデル

回り道でも超えられるに気づく
自転車？　走る？　歩く？



壊す（ルールを変える）
壁じゃなかったんだ！（授業のUD化）

座ってられなくても・・ 顔を見て話せなくても・・

社会モデル 
UD授業・教育

授業が変われば困りは無くなる？！



超えずに済ます（価値観を変える）
そもそも壁（困り）だったの？！

文字の読み書きが出来ない

社会モデル 
インクルーシブ

子どもたちの特性を
活かす！！



読み書きの困難



文字の必要性 
ICT機器の無い時代（紀元前～約2000年まで） 

ユビキタス（時間と場所を超えて想いを伝える重要なツール）

Society5.0時代 

マルチメディア（動画・画像・音声・‥） 



読み書きが苦手でも学習はできる

GOAL!

Input 
する手段

Output 
する手段

音声読上 
でバイパス

音声入力 
でバイパス



⇐Next GIGA

❌ツールを平等 
⭕学びを平等　



支援者の負荷が 
増えると（頑張れば） 

⇓ 
子どもたちの負荷は 
減る（楽になる）

設備のUD　  ⇒　　学び方のUD 
　　　　　　　　　  Win-Win

基礎的環境整備

⇓



ディスレクシア「Dyslexia」

https://www.youtube.com/watch?v=710lOucLt9A&list=PLNzQDGY5MO3kXx9fYctc_Hnzc_xcLUP9b

https://www.youtube.com/watch?v=710lOucLt9A&list=PLNzQDGY5MO3kXx9fYctc_Hnzc_xcLUP9b


LD疑似体験-学習障害(LD)の中から”読む”ことのへ困難について 

https://www.youtube.com/watch?v=Mzfgr8kXasY

https://www.youtube.com/watch?v=Mzfgr8kXasY


発達性協調運動障害(DCD) の理解と支援
DVDサンプル映像



【竹田契一】読み書きが苦手な子どもの
基礎理解と具体的対応(一部抜粋）



[バリバラ] 聞こえるのに聞き取れない「 
APD/LiD」ってなに？ | NHK

https://www.youtube.com/watch?v=ZcfTlpMGCJM

https://www.youtube.com/watch?v=ZcfTlpMGCJM


【現場から、】　発達障害児に
“集中しやすい環境”を「ふみおくん」



https://cocreco.kodansha.co.jp/cocreco/general/childcare/hattatsu/pAAJO

https://cocreco.kodansha.co.jp/cocreco/general/childcare/hattatsu/pAAJO


書きの困難さ



そもそも書きたいこと有る？！



書くことが困難

体幹が不安定 正中線を 
超えられない

尺側が分離 
出来ていない

音韻処理の問題

鉛筆の持ち方

漢字が分からない視知覚の問題

目と手の協応 
が難しい



同じ困りでも原因はそれぞれ



座位姿勢



鉛筆などの操作



見て書くこと



注意集中・ワーキングメモリー・音韻認識



人間の目は前向きに横に並んでおり、その視界は上下より左右に広い。

人の視野は両目では水平方向に広く、水平方向に約200度、垂直方向には上に50度、下に75度であ
る（下図の水色部分）。 
そのうち情報受容能力に優れる有効視野は、水平方向に30度、垂直方向に20度である（下図のピ
ンク部分）。 
さらに細かいものを見られる中心視（中心窩）は1-2度である（下図の黄緑色部分）。

対比は上下でなく左右に配置する方がよい理由｜ 

スライドデザイン研究所

https://note.timewitch.jp/n/n9dba1fc837d3

https://note.timewitch.jp/n/n9dba1fc837d3


漢字のパーツを意識させて練習

パーツの概念の形成 
　 
ブロック遊びが有効 

書いたものをチェックするのではなく 
書いている瞬間をチェック 
消して書き直さない方が見つけやすい





目
一
ㇵ

女
ム
ロ

イ 主

具 始 住

イ 主女 ムロ目
一
ㇵ

パーツの概念



アナログでの支援



支援の必要な子どもの理解と支援グッズ　解説動画

https://www.youtube.com/watch?v=BPwkCEa-Hnc

https://www.youtube.com/watch?v=BPwkCEa-Hnc
https://www.youtube.com/watch?v=BPwkCEa-Hnc


https://playworks-inclusivedesign.com/column/column-6969/

アナロググッズのおすすめ紹介

https://playworks-inclusivedesign.com/column/column-6969/


体幹



ふみおくん





正中線交差



ノートを利き手側に置く



目と手の協応



目を先行させる 
（オンラインゲームなどでも可能）



尺側分離



持ち方よりも 
上３本と下本を分離させることが重要 



持ち方



左利きの場合

手首を巻く 横から覗き込む 持つ位置を高く



選択肢を増やすことが自立への近道 

手書き 
キーボード入力（ローマ字・フリック） 

音声入力 
生成AI 
絵文字 

ハイブリッド（上記の組み合わせ） 



板書を写真に撮る

板書を書くためには・・ 

先生の課題 
板書の書き方の問題 
文字量の問題 
（書きべき事と書かなくていい事 
　言葉では理解出来ない） 

子どもの課題 
視野の問題 
音韻認識の課題 
（模写では各意味は全く無い）



ICTでの支援 

カメラで撮影 
キーボード・音声入力



書くことが苦手！！
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・Chrome
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・Powerpoint
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 ����を禁⽌します。（作成�なぼテク⽇� 更�⽇�2024年7⽉7⽇）
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・AccessReading

・マルチメディアDAISY�科書

・Mac

・audiobook
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・わいわい��

・UNLOCK

�声�材

スキャナー型
 �み上げペン

カメラで���識

・ペンでタッチすると  
 �める�声付き�科書
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・UDブラウザ

PDF�⼒
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スキャナー型
 �み上げペン

PDF�⼒
 �標���で�み上げ

・UDブラウザ
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Õなぼテク⽇�
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https://nabo-tech.com/download/読み上げmap/

https://nabo-tech.com/download/%E8%AA%AD%E3%81%BF%E4%B8%8A%E3%81%92map/


機能 iPadOS(17) Windows(11) AndroidOS(14) Chrome(119)
設定場所 設定⇒アクセシビリティ 設定⇒アクセシビリティ ユーザー補助 ユーザー補助
視覚サポート
VoiceOver VoiceOver ナレーター TalkBack スクリーンリーダー
拡大 ズーム 拡大鏡 拡大 全画面拡大鏡・ドッキング拡大鏡
画面表示 画面表示とテキストサイズ カラーコントロール コントラストと色の設定 ディスプレイサイズ

カラーフィルター
テキストサイズ Appごとの設定 ディスプレイとビジョン 表示サイズとフォントサイズ ディスプレイサイズ・フォントサイズ
動作 動作
音声読上げ 読上げコンテンツ イマーシブリーダー 選択して読上げ ChromeVox・選択して読上げ

テキスト読み上げの設定
バリアフリー音声ガイド バリアフリー音声ガイド

身体機能および操作
タッチ AssistiveTouch ショートカットキー タブレットモードでボタンを使用
自動タップ 滞留コントロール カーソル停止時にクリック 自動クリック
タッチ感度の調整 タッチ調整 長押しする時間
外部スイッチでの操作 スイッチコントロール スイッチアクセス
音声操作 音声コントロール 音声認識 Voice　Access
マウスポインターの表示 ポインタコントロール マウスポインターとタッチ 大きいマウスカーソル
キーボードの操作 キーボード キーボード キーボード
視線制御 視線制御

聴覚サポート
環境音のアラート サウンド認識 音検知通知
音量左右調整 オーディオ／ビジュアル 単一チャネルオーディオ モノラルオーディオ モノラル音声
字幕表示 標準字幕とバリアフリー字幕 ライブキャプション 字幕キャプション Chrome自動文字起こし

字幕
音声増幅 音声増幅
点字キーボード TalkBack
以外
不要部分のタッチ無効 アクセスガイド
音声アシスタント 設定⇒Siriと検索 検索⇒⾳声アクセス Googleアシスタント・VoiceMatch Googleアシスタント

Hey!　Siri OK　Google OK　Google
アクセシビリティ機能の呼出 ショートカット キーボードショートカット ユーザー補助メニュー 設定	　	を選択

集中モード 設定⇒集中モード フォーカスセッション フォーカスモード
スクリーンタイム アクションブロック

音声入力 設定⇒キーボード⇒音声入力 イマーシブリーダー 音声文字変換 音声入力
テキスト音声文字出力 ライブスピーチ リアルタイムテキスト
自分の声で音声読上げ パーソナルボイス*
アイコンの大きな表示 アシスティブアクセス
周囲の情報を知らせる Lookout

各OSアクセシビリティ対比表



Microsoft

https://www.microsoft.com/ja-jp/enable/guides/learning

https://www.microsoft.com/ja-jp/enable/guides/learning


Chromebook

https://www.google.com/intl/ja_jp/chromebook/accessibility/

https://www.google.com/intl/ja_jp/chromebook/accessibility/


Android

https://support.google.com/accessibility/android/answer/6006564?hl=ja

https://support.google.com/accessibility/android/answer/6006564?hl=ja


Apple iPad

https://support.apple.com/ja-jp/guide/ipad/ipad9a2465f9/ipados

https://support.apple.com/ja-jp/guide/ipad/ipad9a2465f9/ipados


ICTなどでの支援



https://teams.qiita.com/mindmap-mindmap-browser/

思考の整理

https://teams.qiita.com/mindmap-mindmap-browser/


iPad 
iPados17,18では 

アクセシビリティが変わっています 
（iPadOS18  2024/9/17)



書けなければiPadで音声入力で良いのでは？ 
書くことは情報出力のツール！ 

話すことは情報出力の一番便利なツール！



①

② ③



話す練習にも利用できます（アプリ　UDトーク） 
音声入力をひらがな出力



①

② ③



多様なキーボード



日本語手書き　キーボード



①

② ③



カメラ



板書を撮影　ノートの横において書く



ワークシートを画像で保存する

ワークシートを撮影⇒教科事にフォルダー管理⇒クラウドに保存



ボイスメモ





Noteアプリ＋画像（SplitView)



ChromeBook



ChromeOSバーションの確認

①

②

③











Microsoft 
Windows10,11では 

アクセシビリティが変わっています 
（iWindows11  2021/10/5)



Wordディクテーション(音声入力）

https://youtu.be/Q--zq1_BsuI

https://youtu.be/Q--zq1_BsuI
https://youtu.be/Q--zq1_BsuI


Windows端末(GIGA)による読み書き支援 
- キーボード入力（書く支援）-

紙に書くことが苦手・ローマ字キーボードは苦手等の場合
に使いやすいタッチキーボードを選択。



Windows10 IMEパッド



Windows11 標準



聞く支援



Windows端末(GIGA)による読み書き支援 
- 字幕付きスライドショー（聞く支援）-
PowerPointでは、スライドショー時に任意の場所にリア
ルタイムに字幕を表示することが可能。





Windows端末(GIGA)による読み書き支援 
- Teams 自動字幕表示（聞く支援）-

聞くことが困難は場合に、Teamsのテレビ会議の時に自
動的に字幕を表示させることが可能です。



ビデオリンク有

https://youtu.be/nspi0BUxDCM


情報



https://www.microsoft.com/ja-jp/enable/dyslexia

読むこと・書くことが苦手な子どもの指導と支援チャート
「そうか！」チャート

https://www.microsoft.com/ja-jp/enable/dyslexia


黒板がすらすらとノートに書き写せな
い

[改善の目安] 
授業時間中に書き終えることができる

黒板を正しくノートに書き写せない

[改善の目安] 
児童・生徒自身がノートを読み返す
ことができる

漢字テストで漢字が正しく書けない

[改善の目安] 
漢字テストで 80 点以上を取れる

ノイズ (音) の排除
周辺物の整理等刺激を減らす
筆記具の調整
席の変更

ノイズ (音) の排除
周辺物の整理等刺激を減らす
筆記具調整、マスの大きさ変更
席の変更

ノイズ (音) の排除
周辺物の整理等刺激を減らす
筆記具の調整
席の変更

児童・生徒の指導支援に迷ったとき、悩んでいるときに、本チャートに沿って進むと具体的な手立の提案を確認することができます。 
指導支援の改善にお役立て下さい。

指導前の姿/改善の目安

環境を調整する

手元で拡大して確認させる 手元で拡大して確認させる 構造の分化、構造の色分け、 
始点ガイドをつけわかりやすくする

支援の工夫 ①

©  Microsoft 2019 1



https://nagisa-c.org/ra/

合理的配慮を考える

https://nagisa-c.org/ra/


https://rumihirabayashi.com/chromebook/

https://rumihirabayashi.com/chromebook/


東京都教育委員会

https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/school/document/special_needs_education/files/guideline/ict03.pdf

https://www.kyoiku.metro.tokyo.lg.jp/school/document/special_needs_education/files/guideline/ict03.pdf


https://heart-net.nhk.or.jp/heart/theme/4/index.html

NHKハートネット

https://heart-net.nhk.or.jp/heart/theme/4/index.html


https://note.com/miyosui/n/n0ed9122d316a

https://note.com/miyosui/n/n0ed9122d316a


NPO法人 EDGE

https://www.npo-edge.jp/whats-dyslexia/

https://www.npo-edge.jp/whats-dyslexia/


https://rumihirabayashi.com/yomikakiwebtools/

https://rumihirabayashi.com/yomikakiwebtools/


https://nabo-tech.com/

なぼテク日記

https://nabo-tech.com/


https://aismiley.co.jp/ai_news/is-ocr-effective-for-digitizing-office-documents-try-it-for-free-with-free-software/

https://aismiley.co.jp/ai_news/is-ocr-effective-for-digitizing-office-documents-try-it-for-free-with-free-software/


https://manabiplanet.com/manaplakidsprogram/

https://manabiplanet.com/manaplakidsprogram/


本日のまとめ



読むのが難しいので音声読み上げ 
聞くだけでは理解しにくいかも・・ 

書くのが難しいのでキーボード入力 
手で書くよりも遅いかも・・ 

手法にこだわない 
アナログとのハイブリッド・使い分けが重要



LD

Learning Disability 
「学習障害」

Learning Difference 
「学び方が違う」

ではなく



“障害者”というのは、「依存先が限られてしまっている人た
ち」のこと。健常者は何にも頼らずに自立していて、障害者
はいろいろなものに頼らないと生きていけない人だと勘違い
されている。けれども真実は逆で、健常者はさまざまなもの
に依存できていて、障害者は限られたものにしか依存できて
いない。依存先を増やして、一つひとつへの依存度を浅くす
ると、何にも依存してないかのように錯覚できます。“健常者
である”というのはまさにそういうことなのです。世の中のほ
とんどのものが健常者向けにデザインされていて、その便利
さに依存していることを忘れているわけです。

http://www.tokyo-jinken.or.jp/jyoho/56/jyoho56_interview.htm

自立は、依存先を増やすこと
熊谷晋一郎さん（くまがやしんいちろう） 
小児科医／東京大学先端科学技術研究センター・特任講師 
1977年、山口県生まれ。

http://www.tokyo-jinken.or.jp/jyoho/56/jyoho56_interview.htm


代替手段（ICTの活用）は不便！！ 

読む、書く、計算する、記憶する 
出来たほうが便利に決まってます 

でも 

代替手段で出来れば 
出来ないよりもはるかに便利です



導入が早すぎると
input,outputの選択肢を
狭めてしまうかも・・



子どもたちの困りは
どこにあるのか？

本人？
授業？



ユニバーサルデザイン授業
は万能では無い！

どんな支援でも合わない子は存在する



本人が用途に応じて
手段を選択できる力が必要

本人が支援をプレゼンできる力が必要



受験で機器の使用が認められないから
普段の授業でも書かせる

って適切な判断ですか？



合理的配慮の名のもとに
代替手段を安易に提供することは
結局不便さを強いているのかも・・

アセスメントの大切さ

本人が選択することの重要さ



参考図書











































h"p://npo-atds.org 

h"ps://www.facebook.com/takamatsu.takashi

http://npo-atds.org
http://npo-atds.org
https://www.facebook.com/takamatsu.takashi

